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今
期
定
例
会
は
、
平
成
18
年
度
の
予
算

を
初
め
、
重
要
案
件
に
つ
い
て
ご
審
議
を

い
た
だ
き
ま
す
。議
案
の
説
明
に
先
立
ち
、

市
政
運
営
に
当
た
る
基
本
方
針
と
平
成
18

年
度
の
施
策
の
概
要
を
申
し
上
げ
、
議
員

の
皆
様
の
ご
賛
同
を
賜
り
、
あ
わ
せ
て
市

民
の
皆
様
に
一
層
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
国
に
お
き
ま
し
て
は
、
三
位
一
体
の
改

革
、
公
務
員
の
人
件
費
削
減
な
ど
、
小
さ

な
政
府
実
現
の
た
め
の
改
革
が
進
め
ら
れ

て
お
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
中
で
、
国
か

ら
地
方
へ
の
方
針
の
も
と
に
、
３
兆
円
の

税
源
移
譲
、
地
方
交
付
税
の
見
直
し
、
４

兆
７
０
０
０
億
円
の
補
助
金
改
革
な
ど
が

進
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。し
か
し
な
が
ら
、

地
方
を
取
り
巻
く
環
境
は
、
地
方
の
望
む

自
主
自
立
に
よ
る
分
権
型
地
域
社
会
へ
の

実
現
に
一
歩
一
歩
近
づ
き
つ
つ
も
、
依
然

と
し
て
厳
し
い
財
政
状
況
の
中
で
、
行
政

運
営
を
行
っ
て
い
る
の
が
現
状
で
あ
り
ま

す
。
今
後
、
さ
ら
に
一
層
、
真
に
地
方
み

ず
か
ら
が
政
策
を
実
行
で
き
る
改
革
を
望

む
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、本
市
は
、合

併
後
に
お
け
る
早
期
の
一
体
感
の
醸
成
と
、

合
併
効
果
を
最
大
限
に
生
か
し
、
常
陸
太

田
市
総
合
計
画
並
び
に
合
併
ま
ち
づ
く
り

計
画
に
基
づ
き
ま
し
て
、
市
民
の
皆
様
が

住
ん
で
い
て
よ
か
っ
た
と
心
か
ら
思
え
る

ま
ち
の
実
現
を
目
指
し
て
、
一
つ
一
つ
着

実
に
諸
施
策
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
合
併
後
の
新
市
の
将
来
像
を

長
期
的
な
視
点
に
立
っ
て
見
通
し
、
市
政

運
営
を
総
合
的
か
つ
計
画
的
に
行
う
た
め
、

平
成
19
年
度
を
初
年
度
と
す
る
今
後
10
年

間
の
新
総
合
計
画
策
定
に
取
り
組
ん
で
お

り
、元
気
と
魅
力
あ
ふ
れ
る
ま
ち
の
実
現
、

少
子
高
齢
化
社
会
へ
の
対
応
、
企
業
・
団

体
・
市
民
と
の
協
働
、
新
市
の
早
期
の
一

体
化
、
行
財
政
改
革
な
ど
、
市
民
生
活
の

一
層
の
向
上
を
目
指
す
計
画
と
し
て
策
定

を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
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平
成
18
年
度
一
般
会
計
の
予
算
規
模

は
、
２
３
７
億
８
１
０
０
万
円
で
、
0.5
％

の
減
で
あ
り
、
一
般
・
特
別
・
企
業
の
各

会
計
を
合
計
し
ま
す
と
、
４
５
３
億
２
９

５
９
万
４
千
円
で
、
2.7
％
の
増
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。

　
各
分
野
に
お
け
る
施
策
の
基
本
的
考
え

方
と
し
て
は
、
第
１
に
「
健
康
で
安
心
し

て
生
き
生
き
と
暮
ら
せ
る
ま
ち
」
に
つ
い

て
、
ひ
と
り
暮
ら
し
の
虚
弱
高
齢
者
の
安

否
確
認
や
日
用
品
買
物
の
支
援
と
し
て
、

宅
配
・
買
物
代
行
サ
ー
ビ
ス
事
業
を
新
設

し
ま
す
。ま
た
緊
急
通
報
体
制
整
備
事
業
、

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
新
規
開
設
及
び
対

象
児
童
の
４
年
生
ま
で
の
拡
大
、
働
き
盛

り
の
方
の
ミ
ニ
ド
ッ
ク
検
診
事
業
、
天
下

野
診
療
所
、
里
美
歯
科
診
療
所
の
建
設
を

進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
第
２
に
「
自
然
を
活
か
し
快
適
に
暮
ら

せ
る
ま
ち
」
に
つ
い
て
は
、
市
街
地
整
備

の
中
で
は
、
鯨
ケ
丘
の
歴
史
的
景
観
を
生

か
し
た
街
な
み
環
境
整
備
事
業
、
旧
消
防

庁
舎
跡
地
の
地
域
住
民
を
交
え
た
計
画
づ

く
り
と
中
心
市
街
地
活
性
化
計
画
と
の
整

合
性
の
と
れ
た
土
地
利
用
、
新
市
の
玄
関

口
と
な
る
常
陸
太
田
駅
周
辺
地
区
の
事
業

推
進
、地
方
道
路
整
備
臨
時
交
付
金
事
業
、

安
全
快
適
な
み
ち
緊
急
整
備
事
業
等
41
路

線
の
整
備
や
公
共
下
水
道
事
業
・
農
業
集

落
排
水
事
業
の
推
進
、
救
急
業
務
と
し
て

中
染
分
署
里
美
出
張
所
の
整
備
を
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　
第
３
に
「
地
域
の
魅
力
を
活
か
し
た
活

力
あ
る
ま
ち
」
に
つ
い
て
は
、
新
設
の
常

陸
太
田
市
担
い
手
育
成
総
合
支
援
協
議
会

を
核
と
し
た
認
定
農
業
者
の
育
成
・
確
保
、

集
落
営
農
組
織
へ
の
支
援
・
誘
導
、
茶
加

工
施
設
整
備
補
助
事
業
、
常
陸
牛
黒
毛
和

種
等
の
生
産
奨
励
、
金
砂
郷
産
常
陸
秋
そ

ば
、
米
、
新
品
種
ブ
ド
ウ
等
の
よ
り
一
層

の
ブ
ラ
ン
ド
化
、
体
験
型
観
光
に
よ
る
グ

リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
推
進
、
特
色
あ
る

観
光
土
産
品
の
育
成
・
開
発
と
効
果
的
な

宣
伝
、
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
に
よ
る
優
良
企

業
の
誘
致
等
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
第
４
に
「
個
性
豊
か
な
キ
ラ
キ
ラ
と
輝

く
元
気
な
ま
ち
」
に
つ
い
て
は
、
図
書
館

本
館
と
金
砂
郷
、
水
府
、
里
美
分
室
の
連

携
を
図
り
、
図
書
館
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス

テ
ム
の
活
用
に
よ
る
読
書
環
境
の
整
備
、

学
校
等
に
つ
い
て
は
、
地
域
子
ど
も
安
全

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
協
力
に
よ
る
児
童
生
徒

の
安
全
確
保
、
不
登
校
問
題
の
対
応
と
し

て
適
応
指
導
教
室
を
開
設
、
全
国
少
年
野

球
教
室
を
初
め
と
す
る
ス
ポ
ー
ツ
教
室
や

各
種
ス
ポ
ー
ツ
大
会
の
開
催
、
水
府
及
び

里
美
の
両
セ
ン
タ
ー
を
統
合
し
た
学
校
給

食
セ
ン
タ
ー
の
建
設
、
姉
妹
都
市
交
流
で

は
、
秋
田
市
、
仙
北
市
と
の
新
た
な
交
流

関
係
構
築
の
諸
準
備
、
牛
久
市
へ
の
市
民

交
流
団
派
遣
等
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
第
５
と
し
て
「
計
画
推
進
」
に
つ
い
て

は
、
市
民
バ
ス
の
４
地
区
を
結
ぶ
コ
ー
ス

の
増
設
、
市
民
参
画
に
よ
る
フ
ォ
ー
ラ
ム

や
女
性
議
会
の
開
催
、
市
内
全
小
学
校
区

毎
の
市
政
懇
談
会
、
合
併
調
整
項
目
の
推

進
、
事
務
事
業
の
整
理
統
合
、
人
材
育
成

の
た
め
の
民
間
企
業
で
の
職
員
研
修
、
財

政
基
盤
の
強
化
を
図
る
た
め
の
一
層
の
定

員
管
理
、
給
与
の
適
正
化
、
民
間
委
託
の

推
進
、
指
定
管
理
者
制
度
の
導
入
及
び
補

助
金
の
整
理
合
理
化
等
に
よ
り
、
行
政
経

費
の
節
減
を
図
る
な
ど
、
行
政
改
革
を
推

進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
以
上
、
平
成
18
年
度
の
施
政
方
針
を
申

し
上
げ
ま
し
た
。

�

　
（
な
お
、
主
な
施
策
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、

広
報
ひ
た
ち
お
お
た
４
月
号
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。）
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第
一
回
市
議
会
定
例
会

議

長

あ

い

さ

つ

　
三
月
八
日
開
会
の
平
成
十
八
年
第
一
回
市
議
会
定
例
会
に
お
い
て
、大
久
保
太
一
市

長
は
、
平
成
十
八
年
度
の
「
施
政
方
針
」
を
明
ら
か
に
し
ま
し
た
。
そ
の
要
旨
を
紹
介

し
ま
す
。

生田目久夫議長施政方針を述べる
大久保太一市長

　
平
成
十
八
年
度
の「
常
陸
太
田
市
議
会
だ
よ
り
」の
発
行
に
当

た
り
、
議
会
を
代
表
い
た
し
ま
し
て
ご
あ
い
さ
つ
を
申
し
上
げ

ま
す
。市
民
の
皆
様
方
に
は
、日
頃
か
ら
市
政
に
対
し
ご
支
援
と

ご
協
力
を
い
た
だ
き
心
か
ら
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
三
月
定
例
会
は
、
三
月
八
日
か
ら
二
十
四
日
ま
で
の
会
期
に

よ
り
、
児
童
手
当
の
拡
充
や
天
下
野
診
療
所
及
び
里
美
歯
科
診

療
所
整
備
事
業
、（
仮
称
）中
染
分
署
里
美
出
張
所
整
備
事
業
、学

校
給
食
セ
ン
タ
ー
里
美
セ
ン
タ
ー
建
設
事
業
な
ど
を
盛
り
込
ん

だ
平
成
十
八
年
度
各
会
計
予
算
な
ど
、
五
二
議
案
に
つ
い
て
本

会
議
・
委
員
会
を
通
し
審
議
を
行
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
一
般
質
問
で
は
、
十
四
名
が
質
問
に
立
ち
、
施
政
方
針

や
行
政
改
革
・
道
路
整
備
な
ど
市
政
全
般
に
わ
た
り
質
問
が
さ

れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、三
月
定
例
会
に
お
い
て
、議
員
定
数
調
査
特
別
委
員
会

で
調
査
を
進
め
て
い
た
議
員
定
数
に
つ
い
て
最
終
報
告
が
行
わ

れ
、
次
の
告
示
さ
れ
る
選
挙
か
ら
二
十
六
人
と
決
定
し
た
と
こ

ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
さ
ら
に
、議
会
最
終
日
に
は
、政
治
倫
理
条
例
制
定
に
向
け
て

調
査
・
研
究
を
行
う
た
め
政
治
倫
理
に
関
す
る
調
査
特
別
委
員

会
を
設
置
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
十
二
月
定
例
会
で
は
、
今
年
一
月
か
ら
、
本
会
議
・
委

員
会
に
出
席
し
た
場
合
の
費
用
弁
償
を
廃
止
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　
私
ど
も
議
決
機
関
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
議
会
に
与
え
ら
れ

た
機
能
を
十
分
に
生
か
し
鋭
意
努
力
い
た
す
所
存
で
あ
り
ま
す
。

　
結
び
に
、
市
民
の
皆
様
方
の
益
々
の
ご
健
勝
を
心
か
ら
ご
祈

念
申
し
上
げ
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

２

平
成
十
八
年
度
施
政
方
針（
要
旨
）


